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道志村の夏休み

道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷で

す。この地に生きることに誇りをもち、平和
な村を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村

をつくります。
一、人情といたわりの心を養い、福祉の村

をつくります。
一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

（写真左上）水源の森国際音楽祭　　（写真右上）青少年ゲートボール大会
（写真左下）盆踊り拳友会の演舞　　（写真右下）盆踊りこども太鼓の演奏



　

　

　

　

　

　

平成22年９月１日（２）

庁舎の全景

新たに整備した会議室

防災関係者によるテープカット
（左から）佐藤東部支部副支部長、鷹野県民センター所長、小林都留市長、大田道志村長、

長田消防長、鈴木地域防災幹、池谷出張所長
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『道志村と明治大学との連携事業』公開講座の開催について

【国勢調査のお知らせ】
第19回国勢調査が今年10月1日を基準日に全国一斉に行われます。

国勢調査は、統計法に基づき、日本に住んでいる人・世帯を対象とする国の最も重要な統計調
査です。国勢調査によって得られる様々な統計は、国や都道府県・市町村で行う行政の基礎資料
として利用され、私たちのより良い暮らしや住みよい街づくりに生かされています。

調査にご協力をお願いいたします。
9月23日～9月30日の間に、調査員が村内の各世帯を訪問し、調査票の記入と提出

を依頼いたします。
調査票は、各世帯ごとに記入していただき封入れし提出していただきます。

調査票の提出について
調査票の回収は、10月1日から10月24日までの間に調査員が再度訪問いたしますので、提出し

てください。返信用封筒で役場に直接郵送してもかまいません。
調査が正確かつ円滑に実施されるためには、皆さんのご理解とご協力が必要です。
調査員が皆様のお宅に伺いましたらご協力をお願いいたします。

★問合せ先★ 道志村役場総務課　国勢調査担当　℡0554-52-2111　fax0554-52-2572

道志村は明治大学と連携し、村の資源活用、情報発信、農業とＮＰＯ活動、商業活動、安心・
安全等の新しい村づくり方策の議論を、７月から村民16名役場職員９名で行っています。
今回第５回目として、明治大学理工学部教授北野大さんの「水と環境問題」と題した公開講座を
開催しますので、多くの村民の積極的な参加をお願いします。

※テーマ　　「水と環境問題」
※講　師　　明治大学理工学部教授 北  野　  大 氏
※日　時　　平成22年９月26日（日）午後４時から
※場　所　　水源の郷　やまゆりセンター　ふれあいホール

（経歴等）
１９４２　東京都に生まれる
１９７２　東京都立大学　大学院

工学研究科　工業化学専攻　　　
博士課程　修了（工学博士）

㈶化学物質評価研究機構　企画管理部長を経て
１９９４　淑徳短期大学　食物栄養学科　教授
１９９６　淑徳大学　　国際コミュニケーション学部　　　　　　　

経営環境学科　教授
２００４　同　　　　　人間環境学科　教授
２００６　明治大学　　理工学部　応用化学科　

同　大学院　理工学研究科　応用化学専攻　教授
２００８　同大学院理工学研究科新領域創造専攻　教授

（公職）
経済産業省　　化学物質審議会委員　審査部会長

産業構造審議会委員
環境省　　　　中央環境審議会臨時委員
国連環境計画　残留性有機汚染物質検討委員会　委員



（５）

そのきっかけは、道志村での高齢者福祉の問題でした。
　　　　　村の高齢化の問題は、高齢者だけの問題では
なく、

　　　　　　　　　暮らしの課題を一歩一歩村民自身で
どう解決できるか考え、実行していきます。

是非、村民で共に考え、実行していきましょう。
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７
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催
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。
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わ
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学校だより 道志小学校 (第50号）
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て
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と
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。
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月始めには保険証の提出をお願いします。

8／29 8／30 8／31
午前：胃カメラ

１
９
月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
すでにお気づきの方もいらっしゃるかと思いますが、8月上旬に、診療所入口の向かって右側のスペース

に、清涼飲料水の自動販売機が設置されました。普通の自販機と違う点があります。それは 売上の２%を

NPO法人であるゴールドリボンネットワークへ寄付する 点です。

乳がんの啓発キャンペーンであるピンクリボンは、最近になり認知されるようになってきていますが、ゴ

ールドリボンとは何ぞや？と思われる方がほとんどではないでしょうか。

ゴールドリボンは、小児がんへの理解と支援の広がりを願う 世界共通の『シンボルマーク』です。世界中

で多くの団体がゴールドリボンを掲げ、小児がんの理解の普及、治療研究、精神的・経済的支援など、それ

ぞれの目的で活動を行っています。日本ではまだ歴史も浅い活動ですが、徐々に活動団体や支援企業が増え

てきています。

今回は小児がんの現状についてお話します。

小児がんとは一般的に15歳未満の子どもの白血病・脳腫瘍・骨肉

腫・悪性リンパ腫など47種類のがんのことをいいます。日本では子

どもの病死原因の1位で、年間およそ2,500−3,000人の子どもが新た

に罹患しており、全国で17,000人を超す子どもたちが今も小児がん

と闘っています。

しかし小児がんは大人のがんに比べて圧倒的に患者数が少ないた

め、治療法や薬などの研究開発がなかなか進んでいません。例えば、

47種類もある小児がんに対して、認可された薬はおよそ10種類程度

です。

新薬の治験一つとっても莫大な資金が必要になりますが、患者の少

なさから一般的にも注目されにくく、研究開発予算も必ずしも十分で

ない上、支援の声も集まりにくいのが現状なのです。

是非この機会に、小児がん問題や、ゴールドリボンの活動を知って

いただき、のどを潤す際に思い出して、ご協力いただければ幸いです。県内初の設置
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アライグマは、全国各地で野生化したものが確認され、山梨県では、平成 12 年以降、富士五湖周辺
や上野原市内の山梨県東部で確認されるようになり、平成 20 年度には県内全域で分布が確認されてい
ます。近年、農作物被害・生活環境被害・生態系被害・人の生命、身体への影響等懸念されていること
から、平成 17 年に施行された「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」におい
て、アライグマは「特定外来生物」に指定され防除できることとなりました。

アライグマは農作物に深刻な被害を与えます。
アライグマは社寺や民家に侵入して生活環境への被害を与えます。
アライグマは在来の動物を食べ様々な生態系への被害を与えます。
アライグマは危険な感染症をもたらすかもしれません。

特定外来生物アライグマに注意！

道志村では、山梨県アライグマ防除実施計画を受け
計画的な捕獲作業を実施する予定です。

アライグマ目撃情報をお待ちしています。
目撃した方は、下記までご連絡ください。

道志村役場　産業振興課　林政担当
☎ ０５５４－５２－２１１４

アライグマは北アメリカ原産の哺乳類で（食肉目アライ
グマ科）、中型犬くらいの大きさになります。大人の体重は
5～10㎏くらいですが、時には 20㎏にもなります。目と鼻の
黒い部分と白いヒゲが特徴。尾にも７本くらいの輪模様が
あります。果実、野菜、昆虫、魚類、両生類、爬虫類、鳥類、
小哺乳類など何でも食べ、菓子などの甘いものも好みます。
ペットフードを食べにきて、犬や猫を襲うこともあります。
木登りがうまく、社寺や民家の天井裏にも入り込み、巣とし
て利用し、糞尿で汚したり、壊したりします。

年に１回、３月～５月頃に３頭から６頭の子供が生まれ、
早いスピードで数が増えます。

アライグマにご注意！
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高齢者虐待に関する調査では、高齢者虐待における特徴のひとつに、お年寄りの介護や
世話をしている半分以上の人が虐待の自覚が無いという結果が出ています。
虐待の例を示しましたので、知らないうちに不適切な対応になっていないか、ときどき
チェックしてみましょう。

高齢者が「ひどい仕打ち」と思っていることを
していませんか？

□　お年寄りが言うことを聞かないので、手が出たり、ののしったりしてしまう。
□　言うことを聞かないので、口を聞かないようにしている。
□　介護や世話が大変なので、世話をしない。
□　良いことと悪いことをわかってもらうため、たたくなどしてしつけをしている。
□　認知症により徘徊

����

するので部屋に閉じ込めている。
□　認知症や寝たきりのお年寄りがいて、外聞が悪いので外出させなかったり、本人を訪ねてく

る人があっても会わせないようにしている。
□　年金手帳、貯金通帳などを管理し、本人に無断で使っている。
□　経済的に苦しいので、病院へ連れて行くことを控えている。
□　人前でオムツを替える。
□　下半身を裸にしたまま放っている。

これらは高齢者との対応で、気をつける必要がある例です。いくつかにチェックが付いた方は、
今後の介護や世話について下記にご相談ください。

①道志村地域包括支援センター（道志村住民健康課内）　☎０５５４－５２－１５５５
②高齢者総合相談センター（シルバー１１０番）　　　　☎０５５－２５４－０１１０

９時～１７時（土日祝日、年末年始を除く）

運動機能向上教室が始まります

１ ９月　８日（水）
２ ９月２２日（水）
３ １０月　６日（水）
４ １０月２０日（水）
５ １１月　２日（火）
６ １１月１７日（水）

普段の畑仕事では鍛えられない筋肉を鍛える方法がわかります。元気
なうちから正しい運動の方法を学び、みんなで楽しく運動しましょう。
自分らしく生きるためにまずは運動から始めてみませんか？

運動教室開催日
No No日　　　　　時 日　　　　　時

７ １２月　１日（水）
８ １２月１５日（水）
９ １月　５日（水）

１０ １月１９日（水）
１１ ２月　２日（水）
１２ ２月１６日（水）

場　　　　所 やまゆりセンター
時　　　　間 午後１時 30 分から３時まで
持 　 ち 　 物 汗をかきますので、タオル・飲み物を持ってきてください
問い合わせ先 道志村役場地域包括支援センター　　☎５２－２１１３ 伯耆・宮下

✓
チェック！



平成22年９月１日（10）

入
場
料
　
無
料
（
入
場
整
理
券
が
必
要

に
な
り
ま
す
。）

入
場
整
理
券
は
、
富
士
吉
田
市
役
所
等

富
士
吉
田
市
の
公
共
施
設
の
他
、
道
志
村

役
場
総
務
課
で
も
受
け
取
れ
ま
す
。

日
本
プ
ロ
野
球
名
球
会
と
全
国
野
球
振

興
会（
日
本
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
少
年
少
女
ふ
れ
あ
い
野
球

教
室
や
、
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
と
富
士
吉
田

市
選
抜
チ
ー
ム
に
よ
る
ド
リ
ー
ム
・
ゲ
ー

ム
、
名
球
会
の
金
田
正
一
氏
の
講
演
会
を

行
う
予
定
で
す
。
往
年
の
名
選
手
が
富
士

吉
田
市
へ
多
数
来
ら
れ
ま
す
。
野
球
フ
ァ

ン
の
み
な
ら
ず
、
　
多
く
の
市
民
の
皆
様

方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、
道
志
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
こ
ど
も
達
も
野
球
教
室
に
参
加
し
ま

す
。

【
出
場
予
定
選
手
】

名
球
会
選
手

山
本
浩
二
さ
ん
、

村
田
兆
治
さ
ん
　
外
６
名
、

Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
選
手
16
名
出
場
予
定

※
当
日
は
富
士
北
麓
公
園
を
ス
タ
ー
ト
す

る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
開
催
さ
れ
る
た

め
、
富
士
北
麓
公
園
駐
車
場
の
使
用
は

で
き
ま
せ
ん
。一
般
の
方
は
、指
定
無
料

駐
車
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利

用
下
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
富
士
吉
田

市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲
９
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
軽
食
・
手
作
り
お
や
つ
を

作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時
　
９
月
14
日
（
火
）
午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
　
簡
単
に
作
れ
る
ヘ
ル
シ
ー
お
や

つ
作
り
を
し
た
あ
と
試
食
し
ま

す
。
家
で
も
作
れ
て
お
い
し
い

お
や
つ
が
好
評
で
す

◎
楽
し
く
３
ｂ
体
操
を
や
っ
て
み
よ
う
！

日
時
　
９
月
28
日（
火
）　
午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
３
ｂ
公
認
指
導
者

大
森
な
な
子
さ
ん

内
容
　
歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
思
い
っ

き
り
体
を
動
か
せ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
合
わ
せ

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師

（
伯
耆
・
宮
下
）
☎
52
–
２
１
１
３

●
「
道
志
村
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
２
０
１
０
秋
」

出
展
者
募
集
！

「
緑
と
清
流
と
歴
史
の
郷
」で
あ
る
こ
の

道
志
村
で
、
手
づ
く
り
に
よ
り
生
れ
た
多

く
の
ク
ラ
フ
ト
を
沢
山
の
人
に
触
れ
て
い

た
だ
き
、
作
り
手
と
使
い
手
の
交
流
の
場

を
設
け
る
と
共
に
、
地
域
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
22
年
10
月
10
日
（
日
）

11
日
（
月
）

午
前
10
時
～

場
所
　
道
の
駅
ど
う
し
　
芝
生
広
場

応
募
資
格

１
　
道
志
村
に
住
所
を
有
す
る
者
。

又
は
道
志
村
に
工
房
等
が
あ
り

主
に
道
志
村
で
ク
ラ
フ
ト
活
動

を
し
て
い
る
者
。

２
　
出
展
者
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
で
あ
る
こ
と
。

（
仕
入
品
等
を
展
示
販
売
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

３
　
主
催
者
の
指
示
に
従
い
、
秩
序

を
守
る
こ
と
。

出
展
料
　
１
区
画
　
２
，
０
０
０
円

（
開
催
期
間
中
）

出
展
場
所

道
の
駅
ど
う
し
　
芝
生
広
場

約
３
ｍ
×
３
ｍ

申
込
締
切

平
成
22
年
10
月
１
日
（
金
）

●
秋
の
五
感
の
集
い

星
空
と
音
楽
の
夕
べ

皆
さ
ん
は
最
近
夜
空
を
見
上
げ
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
。
秋
晴
れ
の
夕
方
、
太
陽
が

沈
ん
で
し
ば
ら
く
す
る
と
蒼
色
の
宵
空

に
、一
つ
、ま
た
一
つ
と
星
が
姿
を
現
わ
し

ま
す
。
そ
し
て
夜
が
更
け
る
頃
に
は
満
点

の
星
が
天
空
を
彩
り
ま
す
。
大
地
か
ら
仰

ぎ
見
る
星
た
ち
の
輝
き
は
、私
た
ち
が
今
、

宇
宙
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る

瞬
間
で
も
あ
る
の
で
す
。

星
空
の
カ
ラ
ー
写
真
と
と
も
に
、
ひ
と

と
き
の
星
空
め
ぐ
り
へ
と
誘
い
ま
す
。

楽
し
い
ト
ー
ク
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
25
日
（
土
）

午
後
７
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
牛
山
俊
男
（
自
然
写
真
家
）

問
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

☎
52
–
１
０
２
０

●
富
士
吉
田
市
制
施
行

60
周
年
記
念
事
業

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

「
ド
リ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
開
催
！

日
時
　
平
成
22
年
９
月
26
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所
　
富
士
北
麓
公
園
野
球
場

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ
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問
い
合
わ
せ
先
　

富
士
吉
田
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局
（
ド
リ
ー
ム
・
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
担
当
）

☎
０
５
５
５
–
22
–
１
１
１
１

■
山
梨
県
立
富
士
北
稜
高
等
学
校
公
開
授
業

お
よ
び
���平
成
23
年
度
前
期
募
集
入
学
者

選
抜
説
明
会
に
つ
い
て

対
象
　
中
学
校
教
員
・
保
護
者
お
よ
び

一
般

日
時
　
平
成
22
年
10
月
13
日
（
水
）

◎
公
開
授
業

目
的
　
特
色
あ
る
系
列
の
授
業
参
観
を

通
し
て
、
本
校
を
理
解
し
て
頂

く

時
間
　
午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分

場
所
　
各
教
室

◎
前
期
募
集
入
学
者
選
抜
説
明
会

目
的
　
よ
り
多
く
の
情
報
を
直
接
提
供

す
る
こ
と
で
、
前
期
入
試
に
つ

い
て
理
解
し
て
頂
く

時
間
　
午
後
３
時
30
分
～

場
所
　
視
聴
覚
室

内
容
　
　
　

（
１
）前
期
募
集
入
学
者
選
抜
募
集
要

項
の
配
布
・
説
明

（
２
）昨
年
度
の
面
接
・
作
文
問
題
に

つ
い
て
の
解
説

（
３
）
質
疑
応
答

（
４
）
そ
の
他

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
や
お

乗
り
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
上
履
き
を
ご
持
参
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　

富
士
北
稜
高
等
学
校
　
研
究
部
　
坂
本

☎
０
５
５
５
–22
–４
１
６
１

◆
第
18
回

医
療
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

苦
し
か
っ
た
病
気
、痛
か
っ
た
ケ
ガ
、手

術
を
う
け
た
病
院
、か
か
り
つ
け
の
医
院
、

お
医
者
さ
ん
、
看
護
師
さ
ん
と
の
 ふ
れ
あ

い
な
ど
、医
療
の
体
験
を
と
お
し
、感
じ
た

こ
と
、考
え
た
こ
と
、ま
た
、将
来
こ
ん
な

お
医
者
さ
ん
に
な
っ
て
み
た
い
、
 

看
護
師
さ
ん
に
な
っ
て
み
た
い
と
い
う

夢
や
希
望
を
作
文
に
し
て
く
だ
さ
い
 

応
募
要
領
 

○
応
募
資
格
　
小
学
生
以
上
の
県
内

在
住
者
、県
出
身
者
、ま
た
は
県
内
で

の
体
験
者

○
規
定
　
１
２
０
０
字
か
ら
２
０
０
０
字

作
品
の
表
紙
に
題
名
、郵
便
番
号
、住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
学

校
名
、
学
年
）、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
 

作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
 

○
応
募
先

〒
４
０
０
‐
８
５
１
５

甲
府
市
北
口
２
‐
６
‐
１
０
 

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
事
業
局

「
ふ
れ
あ
い
医
療
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」係
 

☎
０
５
５
‐
２
３
１
‐
３
１
２
１
 

○
〆
切
　
平
成
22
年
10
月
末
日
 

表
彰
 

○
山
梨
県
医
師
会
長
賞
 １
編
（
賞
金
５

万
円
）

○
優
秀
賞
  ２
編
（
賞
金
１
万
円
）
 

○
山
梨
県
病
院
協
会
長
賞
　
１
編
（
賞

金
５
万
円
）

○
佳
作
　
６
編
（
賞
金
５
千
円
）
 

○
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
賞
　
１
編
（
賞
金
３
万

円
）

○
団
体
賞
（
数
校
）
　
（
賞
金
３
万
円
） 

※
全
賞
に
賞
状
、
盾
、
賞
金
を
贈
り
ま
す
。

高
校
生
以
下
の
入
賞
者
に
は
賞
金
相
当

の
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
 

※
ま
た
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り

ま
す
 

発
表
 平

成
23
年
１
月
下
旬
、
山
梨
日
日
新

聞
紙
上
で
行
い
ま
す
 

上
位
入
賞
作
品
は
山
梨
日
日
新
聞
紙

上
、山
梨
県
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

山
梨
県
病
院
協
会
長
賞
は
山
梨
県
病
院

協
会
誌
に
掲
載
し
ま
す
 。

表
彰
式
 

平
成
23
年
２
月
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
本
社
ホ
ー

ル
で
予
定
し
て
い
ま
す
 

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属

し
、
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
せ
 

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
事
業
局
　

☎
０
５
５
–
２
３
１
–
３
１
２
１

●
子
宮
頚
が
ん
予
防
接
種
助
成
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

道
志
村
で
は
小
学
校
６
年
生
女
子
児

童
・
中
学
１
・
２
・
３
年
生
女
子
生
徒
が

対
象
で
す
。
対
象
者
に
つ
い
て
は
す
で
に

通
知
し
て
あ
り
ま
す
が
、
子
宮
頚
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
効
果
に
つ
い
て
よ
く
ご
理

解
し
て
か
ら
接
種
を
し
て
下
さ
い
。ま
た
、

３
回
接
種
を
行
う
に
当
た
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
考
え
て
、
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
終

了
出
来
る
よ
う
に
医
療
機
関
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

●
契
約
医
療
機
関
で
の
接
種
は
窓
口
無
料

で
す
。
で
す
が
接
種
料
金
が
１
回
に
つ
き

１
６
，０
０
０
円
ま
で
助
成
で
す
の
で
、超

え
た
分
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
も
し

県
外
等
で
の
接
種
に
よ
り
全
額
自
己
負
担

さ
れ
た
時
は
、
役
場
住
民
健
康
課
で
の
申

請
に
よ
り
償
還（
お
か
え
し
）が
出
来
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

住
民
健
康
課
　
出
羽
・
伯
耆
・
宮
下

☎
52
–
２
１
１
３
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道
志
村
役
場
で
は
、
公
用
車
と
し
て

電
気
自
動
車「
ア
イ
・
ミ
ー
ブ
」を
導
入

し
ま
し
た
。
フ
ル
充
電
で
走
行
距
離
が

約
１
０
０
㎞
な
の
で
、
村
内
使
用
専
用

車
と
し
て
主
に
保
健
師
の
訪
問
等
に
活

用
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
10
月
に
は
道
の
駅
に
高
速
充

電
施
設
が
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

村
で
は
、
環
境
に
関
す
る
啓
発
の
目

的
で
、
住
民
の
方
々
に
試
乗
し
て
頂
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
、
役
場
総
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

道
志
村
中
学
校
の
親
子
を
対
象
に
料

理
教
室
を
８
月
19
日（
木
）に
行
い
ま
し

た
。野

菜
を
取
り
入
れ
た
低
カ
ロ
リ
ー
の

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
道
志
村
食
生
活

改
善
推
進
員
の
方
に
考
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
大
豆
の
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
」「
ふ

わ
ふ
わ
豆
腐
ナ
ゲ
ッ
ト
」「
夏
野
菜
の
ラ

タ
ト
ゥ
イ
ユ
」「
黄
ピ
ー
マ
ン
プ
リ
ン
」

に
野
菜
嫌
い
な
中
学
生
も
が
ん
ば
っ
て

食
べ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
男
子
生

徒
も
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
料
理
作
り
に

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

大
月
交
通
安
全
協
会
道
志
支
部
（
支

部
長
佐
藤
剛
直
）は
、夏
の
交
通
事
故
防

止
県
民
運
動
の
一
環
と
し
て
街
頭
指
導

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

道志村トピックス①

８
月
７
日
（
土
）
道
志
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
道
志
村
青
少
年
健

全
育
成
対
策
会
議
に
よ
る
恒
例
の
「
青

少
年
ふ
れ
あ
い
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
を
対
象
に
地
域
の
育

成
会
別
に
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
も
今

回
24
回
目
迎
え
ま
し
た
。
21
チ
ー
ム
１

６
９
名
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
て
一
生

懸
命
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
善
之
木
Ｅ
チ
ー
ム

第
２
位
　
川
原
畑
Ｃ
チ
ー
ム

第
３
位
　
長
幡
東
Ｂ
チ
ー
ム

審
判
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
青
春

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
じ
め
、
関
係
者
の

方
々
暑
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

公
用
車
と
し
て
電
気
自
動
車
を

導
入
し
ま
し
た

街
頭
指
導
実
施
し
ま
し
た
！

親
子
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
し
た

青
少
年
ふ
れ
あ
い

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

導入した電気自動車「 i −ＭｉＥＶ・エコどうし号」

多数の親子が参加しました。

７月 24 日の街頭指導の様子

優勝した善之木Ｅチーム

男子も慣れない手つきで頑張りました
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ま
た
、
８
月
７
日
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
率
調
査
も
行
な
い
ま
し
た
。

活
発
な
指
導
の
成
果
が
で
た
よ
う
で

７
月
１
日
に
行
っ
た
調
査
の
も
の
よ

り
、着
用
率
の
向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

着
用
率
調
査
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

広
報
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

「
宣
教
師
メ
イ
さ
ん
を
囲
む
会
」
が
８

月
４
日
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
50
年
ぶ
り
に
来
村
し
た
メ

イ
さ
ん
に
ゆ
か
り
の
あ
る
住
民
ま
た
、

現
在
他
自
治
体
に
転
出
さ
れ
て
い
る
方

が
集
ま
り
、
当
時
の
写
真
を
見
た
り
時

間
を
忘
れ
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

夏
休
み
に
入
っ
て
か
ら
も
、
猛
暑
続
き

で
体
調
不
良
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
ど

う
し
っ
こ
の
子
ど
も
達
は
元
気
に
施
設

内
と
外
で
思
う
存
分
遊
び
ま
し
た
。

道志村トピックス②
宣
教
師
メ
イ
さ
ん
来
村

50 年ぶりに来村したメイさん（中央）馬場で河遊び

7 月 1 日実施分

8 月 7 日実施分

形態別 乗車人員 着用者 着用率

運転席 154 人 144 人 93.51％

助手席 45 人 41 人 91.11％

形態別 乗車人員 着用者 着用率

運転席 321 人 308 人 95.95％

助手席 195 人 185 人 94.87％

「第１回全国源流サミット」ボランティアの募集について「第１回全国源流サミット」ボランティアの募集について「第１回全国源流サミット」ボランティアの募集について
「第１回全国源流サミット」を道志村で開催いたします。村内外から訪れる関係者や来賓者の皆

様をあたたかくお迎えし，多くの方々に「道志村」の良さを知っていただくことが，サミットの成
功に結びつきます。

第１回全国源流サミット実行委員会では，村民の方々に広くサミットに参加していただくため，
一般ボランティアを募集します。

１，募集期間 平成22年10月22日～３日間
２，募集内容 一般ボランティア   20人程度

問い合せ 道志村役場内　第１回全国源流サミット
実行委員会事務局

☎  0554－52－2111 fax 0554－52－2572

夏
休
み
は
二
十
一
名
の
児
童
が
入

所
し
ま
し
た
。

学
童
保
育
『
ど
う
し
っ
こ
』
で

夏
休
み
を
過
ご
し
ま
し
た

みなもと体験館で手打ちうどん体験みなもと体験館で工作体験



この広報紙は環境保護のため、
再生紙、大豆油インキを使用しています。

〒402-0209  山梨県南都留郡道志村６１８１-１　TEL 0554-52-2111 ㈹   FAX 0554-52-2572　URL http://www.vi l l .doshi . lg . jp/
Ｈ22.8.１現在　世帯数：619世帯　人口：1960人 (男：985人　女：975人）発行　道志村役場

９月９日は重陽の節句です。

重陽（ちょうよう）は、五節句の一つで、旧暦で
は菊が咲く季節であることから菊の節句とも呼ば
れています。現在では、他の節句と比べてあまり実
施されていないですが、平安時代は邪気を払って
長寿を願い、菊の花を飾ったり、菊の花びらを浮か
べた酒を酌み交わして祝ったりしていたそうで
す。たまには、こんな御節句もいかがでしょうか？

伊い

奈な

陽よ
う

大だ
い

く
ん
（
川
原
畑
）

平
成
19
年
２
月
18
日
生

父
  学
さ
ん
　
母
  ゆ
か
り
さ
ん

サルスベリの名は幹の成長に伴って古い樹皮が剥がれ
落ち、新しいすべすべした感触の樹皮が表面に現れ
て、猿が登ろうとしても滑ってしまうことから名づけ
られました。紅色や白色の花が華やかで、取材させて
いただいた渡辺さんのお話では「今年が最良の美し
さ」だと言う事です。

渡
辺
美
智
子
さ
ん
（
上
中
山
）

歳時記歳時記歳時記

マイケルさんで54人目となります。

●自己紹介
８月よりケリー・ボイランド先生の後任とし

て道志村のＡＬＴ（外国語指導助手）に着任しま
したマイケル・ヒューストンです。出身はアメ
リカのバージニア州で、父、母、妹との４人家族
です。大学で東アジアを専攻していて、３年生の
時に金沢大学に１年間留学していましたので、
今回で２回目の来日になります。

趣味はギターや楽器を弾くこと。歌うことも好
きで、大学の時はアカペラサークルに在籍してい
ました。

●道志村の印象は？
色々な意味ですごいと思いました（笑）。しか

し、都会より田舎のほうが肉体的にも精神的に
もいいと思います。でも、大自然の中で住むには
不便はつきものですね（笑）。

道志村の子ども達は、元気いっぱいでかわい
い。早くみんなの名前を覚えたいです。 

●ＡＬＴとして目指すこと
国際交流が好きなので、自分が子供達に教え

るだけでなく、子供達からも色々なことを学び
たい。やがて子供たちが成長して、そういった交
流をしてくれたら、非常にうれしい。

●道志村の皆さんへのメッセージ
普段はビックマロンに住んでいますので、見

かけましたらアメリカの事とか英語の事など何
でも結構ですので、気軽に話しかけてください。

道志村教育委員会
外国語指導助手

マイケル・アンソニー・ヒューストンＪｒさん

慶

弔

７
月
戸
籍
の
届
出
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

サルスベリ（百日紅：ひゃくじつこう）
花言葉：雄弁・愛敬


